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 社会教育課　☎９３３-２６００問い合わせ

　

お
達
者
倶
楽
部
は
、主
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
通
し
た
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、毎
回
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
２
日（
水
）の「
お
達
者
倶
楽
部
フ
ァ
イ
ナ

ル（
年
間
表
彰
式
）」で
平
成
27
年
度
の
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。 

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

元
気
！
爽
快
！

お
達
者
倶
楽
部

(

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ)

成
績
発
表

【寺浦会場】 10月7日 【林崎会場】 10月14日
スコア
51
52
53
54
54
55
55
56
56
56

　氏 名　
嶋田　　彰
山上　睦男
佐々野洋子
有満　　都
平野　耕士
田中　力矢
佐々野弘明
福岡　高司
神武　　照
合屋　信夫

行 政 区
飛 岳 三
上宇美一
炭 焼 三
炭 焼 二
飛 岳 三
林 崎
炭 焼 三
宇美東区
辻 荒 木
大 名 坂

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

スコア
52 
54 
55 
55 
56 
57 
58 
58 
60 
60 

　氏 名　
山下理恵子
福田サダ子
冨永　忠光
村山　敏男
小林シゲモ
田中　力矢
山口　利勝
嶋田　　彰
山田　和子
鴫山　　稔

行 政 区
飛 岳 三
鎌 倉
神 山 手
早 見
早 見
林 崎
大 名 坂
飛 岳 三
大 名 坂
炭 焼 二

119
みんなを守る

防災・防犯もちつき会開催防災・防犯もちつき会開催平成27年度
歳末助け合い

粕屋南部消防本部　☎９３５‐５１１１問い合わせ

排水設備工事はお済みですか？排水設備工事はお済みですか？

上下水道課　☎ ９３４－２２２４　問い合わせ

　下水道工事の完了した地域のくみ取りトイレは、下水道法第11条の３の規定によって供用開始
日から３年以内に、水洗トイレに改造しなければならないように義務づけられています。
　平成25年３月29日（第18期）に供用開始しました地域の皆様には、平成28年３月末をもって
３年経過となりますので、水洗化促進のご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、３年を過ぎますと奨励金あるいは融資あっせんが受けられなくなります（一部私道関係等
を除く）。

排水設備工事はお済みですか？排水設備工事はお済みですか？

工事は、供用開始３年以内に！

＝ 第18期供用開始該当地域 ＝

　供用開始区域内での排水設備工事は、「宇美町排水設備指定工事店」でなければできませんの
で、数社からの見積等によってご判断いただき、お早めの水洗化をお願いいたします。
　「宇美町排水設備指定工事店」は、今年の広報うみ４月号折込みチラシ、または、上下水道課に
指定店一覧表がございますので、ご参照ください。

工事は指定工事店で！

障子岳地区

多
数
の
ご
来
場

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

※ 募金については、管内福祉施設へ寄付の予定です。

主催：粕屋南部地域防災協会
後援：粕屋南部消防組合消防本部　粕屋警察署

と　き　
ところ　

12月19日（土） 10時～12時
イオンモール福岡（メインプラザ入口広場） 
12月19日（土） 10時～12時
イオンモール福岡（メインプラザ入口広場） 

行事内容

・もちつき　　・チャリティーバザー
・募金活動　　・消防車の展示・梯子車試乗
・パトカー、白バイの展示
・風船配布（チビッコ対象）
・消火器及び住宅用火災警報器の実演
・救急ＡＥＤ普及活動

須
恵
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

☎
９
３
４-

０
０
３
０

問
い
合
わ
せ

須
恵
焼

　

〜
殿
様
へ
の
恩
返
し
か
ら
始
ま
っ
た
焼
物
〜

糟屋地区広報
合同企画

　

須
恵
焼
は
、須
恵
町
大
字
上
須
恵
の
皿
山
地

区
で
焼
か
れ
た
焼
物
で
す
。宝
暦
14（
１
７
６
４
）

年
、肥
前
陶
磁
の
影
響
下
で
始
ま
り
、明
治
35

（
１
９
０
２
）年
頃
ま
で
約
１
４
０
年
間
続
き
ま

し
た
。　

　

創
始
者
は
、福
岡
藩
の
新
藤
安
平
と
い
う
武
士

で
す
。新
藤
は
、須
恵
で
焼
物
に
適
し
た
土
を
発

見
し
、焼
物
が
藩
の
名
産
品
と
な
れ
ば
、今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
殿
さ
ま
に
恩
返
し
が
で
き
る
と

考
え
、生
産
を
始
め
ま
し

た
。
個
人
事
業
か
ら
始

ま
っ
た
須
恵
焼
は
、後
に

藩
の
磁
器
御
用
窯
と
な

り
、皿
山
役
所
も
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
幕
末
期
に

は
、殖
産
興
業
に
取
り
上

げ
ら
れ
、技
術
の
粋
を
尽

く
し
た
製
品
が
焼
か
れ

ま
し
た
。明
治
期
の
金
錆

焼
は
独
特
の
も
の
で
す
。

　

県
内
で
最
大
規
模
を

誇
る
窯
跡
は
、床
面
部
分

が
現
存
し
て
お
り
、県
史

跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

須
恵
町

染付黒田藤巴文酒注 県史跡　福岡藩磁器御用窯跡

し
ん 

ど
う 

や
す 

へ
い

ほ
う 

れ
き

き
ん
さ
び

や
き

宇美町からのお知らせ


